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1 はじめに

グローバル化により，企業をはじめとするさまざま

な組織で国際的な活動が活発化している．しかし，言

葉や文化の異なる者たちが相互理解を果たすためには，

母国語以外の共通言語のコミュニケーション（言語の

壁）や，異文化にまつわる相互理解の欠如（文化の壁）

を乗り越える必要がある．文献 [1]によれば，文化に

よって異なる思考形態や文書作法があり，より一般化

された議論として，思考パタン，振る舞いや知覚，性格

差などを知ることが，異文化コミュニケーション理解

に有効であるとされている．本研究では，多言語ケー

スシステム [2]から得られる個人のケース予習分析メ

モ（以下，分析メモ）から，その性格差を検出するた

めの手法を開発した．それにより，より一般化された

文化的な性格的特徴が検出でき，それを応用すること

で異文化コミュニケーションの支援を目指す．

2 関連研究

これまで，文化的差異を分析する研究として，現場

における参与観察や，実態調査する方法，異文化を扱

うケースや映画などの素材を扱ったものなど，様々な

アプローチで研究が行われてきた．Davidら [3]は広範

な地域にアンケート調査を行い，もともと英語圏を対

象に性格的特徴を分析するために開発された 5因子性

格モデル（Big five factor model）[4]を用いて分析し，

英語圏以外の地域での有効性を示している．人材育成

に関して，ケースメソッド [5]が高度職業人育成のため

に利用されている．ケースメソッドとは，授業方法を

表す用語であり，文献 [5]では，「ケース教材をもとに，

参加者相互に討議することで学ばせる教授方法」と定

義づけている．このケースメソッドを応用し，機械翻

訳を介し多言語環境で仮想的に行える環境 [2] によっ

て，文化的差異を抽出・分析する研究がなされている．
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3 提案

多言語ケースシステムを利用して学習活動を行う過

程で，ケース分析データやディスカッションログが収

集でき，これらのデータを分析すれば，文化的差異に

関する有益な情報を得ることが出来る．本研究では，

多言語ケースシステムによって得られる分析メモから，

性格的な文化的差異を検出するための分析メモ評価手

法の開発を行った．本手法により，一般性を保持した

分析メモの 5因子性格モデルへのカテゴリ分けが可能

になる．それにより，それぞれの参加者の文化的な性

格差を客観的な評価・分析が可能になり，相互理解の

欠如の一要因である性格差を知ることができ，円滑な

異文化コミュニケーションの支援になると考えられる．

3.1 分析メモ評価手法

本評価手法は，文化的な性格的特徴を分析メモの分

類によって評価するために，5因子性格モデルを用い

て分類するものである．方法論のフローチャートを図

1に示す．

3.2 5因子性格モデル

本手法では，5因子性格モデルを用いて分析メモを

外向性，協調性，勤勉性，情緒安定性，知性の 5 つの

カテゴリに分類し分析した．5 因子性格モデルの各カ

テゴリの名称に関しては，統一された基準が存在しな

い．そこで本研究では，文献 [4]で基準として示されて

いる，5 因子のカテゴリを参考にしてカテゴリ名を決

定し，分類・分析を行った．

分析メモの内容を確認

どのカテゴリに分類

されるかを討議

全員一致か
判定

Yes

No

図 1: 分類手法のフロー
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4 実験概要

分類実験として，6人（A, B, C, D, E, F）の分類

者（日本人）を用意し，分類フローにしたがって評価

実験を行った．分類対象データは文献 [2]の実験で得ら

れた分析メモデータ（米国 23件，韓国 58 件，日本 77

件）を用いた．まず，分析メモに関して個人的に分類

を行う．分類開始前には，遂行者が簡単に 5因子性格

モデルの各カテゴリの説明を行う．個人分類が終了す

ると，その分類結果を分類者全員で共有し，討議をし

ながら最終的な分類カテゴリを決定する（合議）．こ

の討議では実験遂行者は一切関与しない．最終決定の

際には全員が一致した場合にはそのカテゴリに決定し，

一致しない場合は討議によって決定するという流れで

ある．なお，分類に先立ち，日本人参加者以外の参加

者によって記述された分析メモはバイリンガルによる

日本語への翻訳を行ったうえで，すべての分析メモを

日本語で分類できるように準備してある．

5 結果と考察

分類実験によって，A～Fの分類者それぞれの分類

結果と，6人の合議による結果を得た．今回の実験で

は，正しい分類結果として文献 [2]の分類結果を比較

対象とした．文献 [2]での分類は，遂行者が独自で行っ

たものであり，5因子性格モデルの綿密な調査のうえ

に決定したものである．この正解分類と，各分類者結

果と合議結果のユークリッド距離を国ごとに算出した．

その結果を図 2に示す．
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図 2: 遂行者の分類結果との距離

図 2は，正解分類との分類結果の各カテゴリの割合

の距離であり，値が小さいほど正解分類のカテゴリの

割合と類似していることを示している．この結果から，

本提案手法の有効性が示されたと考えられる．各分析

メモの分類結果におけるカテゴリの一致度を確認した

ところ，全て一致した分析メモは，全体の 12.7%であっ

た．このことから，分類者一人一人の分類結果が大き

く違っていることがわかる．原因として，個々で相異

なる分類軸で分析メモを分類しているという事と，5

因子性格モデルの各カテゴリの認識の差異が考えられ

る．合議による最終決定を行うことにより，それぞれ

の分類軸や，5因子カテゴリの認識の差異を互いに確

認し合い，より適切な分類へと誘導できる可能性が考

えられる．

6 おわりに

本研究では，多言語ケースシステムの個人ケース分

析から得られる分析メモを，一般性と客観性を保持し

たまま 5因子性格モデルのカテゴリに分類する評価手

法を開発した．これにより，多言語ケースメソッド参

加者の性格的特徴を分析メモから客観的に捉えること

が可能となる．将来の取り組みとして，本評価手法に

よって得られた性格的な文化的差異を，異文化コミュ

ニケーションに直接応用する方法論の開発が挙げられ

る．また，人手による分類のコスト低減のために，分

析メモ分類機の開発も挙げられる．
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